
今年度の最賃額改定審議がスタート
中央最低賃金審議会(以下、中賃)が６月22日開催され、厚生労働大臣より令和3

年度地域別最低賃金額改定の目安について調査審議するよう諮問された。また、
北海道地方最低賃金審議会では、６月２日に今年度１回目の会合(持ち回り)が開
催され、会長の選任や北海道最低賃金の改正決定に向けた審議日程などについて
確認するなど、今年度の最賃額の改定審議がスタートした。

昨年度は新型コロナウイルス感染症の影
響が及ぶ中、引き上げを求めた労働者委員
全員が反対したものの、2003年以来16年ぶ
りの「引き上げ額０円」とされた。一方で、
今年度の審議に関して「感染症や消費税増
税等による様々な影響を踏まえながら、賃
上げしやすい環境整備に不断に取り組みつ
つ、最低賃金については更なる引き上げを
目指すことが社会的に求められていること
も踏まえ、議論を行うこととする」と答申
されている。６月１８日に閣議決定された
「経済財政運営と改革の基本方針2021」及
び「成長戦略実行計画･成長戦略フォロー
アップ」では、「中小企業への支援強化な
ど賃上げしやすい環境整備に取り組みつつ、感染症下でも最低賃金を引き上げてきた諸外
国の取り組みも参考にし(中略)、より早期に全国加重平均1,000円とすることを目指し、
本年度の引き上げに取り組む」とされている。
６月２２日の中賃では、労働者側は冨田委員(連合)が「最低賃金近傍で働く労働者は解

雇や勤務日数の減少により収入が激減するなど生活の困窮度は深刻さを増し、最低賃金の
改定が求められている」などと、労側の態度について述べた。
改定額の目安を審議する中賃「目安に関する小委員会」は今後、審議を重ね７月中旬に

目安を示す見込み。
また、北海道地方最低賃金審議会

は６月２日に今年度の第１回審議会
を書面開催し、審議会構成(労働者
委員は右記参照)の確認、会長の選
任、今後の審議日程などについて確
認。次回は６月３０日に予定されて
いる。連合北海道最低賃金対策委員
会も７月１９日に今年度２回目の委
員会を開催予定、６月１０日には
「２０２１年度北海道最低賃金改正
等に関する要請書」を北海道労働局
に提出した他、各地方議会で「２０
２１年度北海道最低賃金改正等に関
する意見書」の採択に取り組んでい
る。なお、要請書は例年、連合北海道最低賃金対策委員会が中心となって対面で要請して
いたが、今回は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から要請書の提出のみとし、回
答は近日中に書面で受け取る予定。
連合北海道は今年度の最低賃金改定審議にあたって、すべての働く者の賃金の下支えと

なるよう取り組みを強化していく。
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第49期北海道地方最低賃金審議会 労働者委員

氏 名 現 職

大磯 扶三彦 ＵＡゼンセン北海道支部次長

金子 ユリ 情報労連北海道協議会事務局次長

齊藤 勉 連合北海道副事務局長

布施 政彦 フード連合北海道･東北ブロック局長

山田 新吾 連合北海道組織労働局長

金額(円) 引き上げ額(円) 引き上げ率(％)

H２３ ７０５ １４ ２.０３ H23.10.06

H２４ ７１９ １４ １.９９ H24.10.18

H２５ ７３４ １５ ２.０９ H25.10.18

H２６ ７４８ １４ １.９１ H26.10.08

H２７ ７６５ １６ ２.１４ H27.10.08

H２８ ７８６ ２２ ２.８８ H28.10.01

H２９ ８１０ ２４ ３.０５ H29.10.01

H３０ ８３５ ２５ ３.０９ H30.10.01

R元 ８６１ ２６ ３.１１ R元.10.03

R２ ８６１ ０ ʷ R２.10.01

過去10年間の北海道地域最低賃金額の推移
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